
チェック項目 　　　　　記入上の着眼点

経
過

1

面会・外泊等を
計画的に実施
し、経過が良
好である

施設の自立支援計画と児童相談所の家庭復帰プログラムにそった取組の実施状況をチェック
（例）・面会、外出、外泊において家族が安定してすごせているか
　　　・面会、外泊等の前後、子どもの様子に拒否的な表情、態度がないか
　　　・交流中に暴力、暴言、ネグレクトなどの虐待行為がなかったか
　　　・当該家族に対する援助指針等が要保護児童対策地域協議会等で共有されているか
　　　・（乳）一時外泊から戻ったときに体重が激減していないか、衛生が保たれているか

2

施設、里親等が
家庭引取りを進
めることが適切
だと考えている

施設（里親）が家庭引取りを進める上で抱いている安心感と不安感をチェック
（施設（里親）等との情報交換を綿密に行なう）
（例）・施設（里親）が持っている安心の要因は何か
　　　・施設（里親）が危惧している項目に十分な検討を行なったか
　　　・通院している事例については主治医の意見を参考にしているか

子
ど
も

3

　　　　　　　家庭
復帰を望んでい
る（真の希望で
ない場合は●）

子どもがどの程度家庭復帰を望んでいるか、保護者との間にずれがないかをチェック
（伝聞ではなく児童相談所が面接を行なう）
（例）・保護者に言い含められていないか
　　　・家に帰ったらどこで誰と寝るのか等、生活場面の具体的なイメージがあるか
　　　・施設生活から逃避したい思いはないか
　　　・家での生活に対する不安感はどの程度か

4

保護者に対する
恐怖心はなく、
安心･安定した
自然な接触がで
きる

保護者に対する恐怖心はないか、医学・心理学面の情報もチェック
（例）・保護者を頼り信頼する行動が見られるか
　　　・保護者の言動やしぐさにおびえる事はないか
　　　・家に帰りたいあまりに、保護者に過度に適応していないか
　　　・（乳）養育者に向けた微笑や笑い、発声等が見られるか／外泊後、後追いなど見られるか

5
成長･発達が
順調である

健康面･発達面の状況についてチェック
（例）・身長･体重等身体的発達及び健康面の状況はどうか
　　　・知的発達の状況はどうか
        （障害については親の理解程度によっては再発につながる場合もあり、リスク要因として捉える）
　　　・虐待されていたことを歪曲せず親との関係の現実として受け止めているか
　　　・（乳）食欲があり、哺乳･離乳食を順調に摂取できているか

6

　　　　　　　　対人
関係や集団適応
に問題はなく、情
緒面は安定してい
る

対人関係や集団適応の状況についてチェック
（例）・不安抑うつ、身体的訴え、過度の引きこもり、思考の偏り、注意の不安定さなどがないか
　　　・過度の攻撃性や依存、対人関係の距離のとり方、その他適応に問題なく、安定しているか
　　　・非行など社会的な逸脱行動がないか
　　　・ＰＴＳＤ症状があった場合、その回復状況はどうか

　　　　　　　　主た
る保育者との関係
において問題はな
く、情緒面は安定
している

施設職員や里親を頼り信頼する行動が見られているかをチェック
（例）・施設職員や里親に抱っこされたりかわいがられることを喜び、そうしてほしがるか
　　　・機嫌よくにっこりしたり、発声したりしているか
　　　・不安なとき、困ったとき(転んだ、知らない人が来た等)に、施設職員や里親を頼るか
　　　・ＰＴＳＤ症状があった場合、その回復状況はどうか

7

　　　　　　　　虐待
の再発等危機状
況にあるとき、相
談するなどして危
機回避ができる

危機状況に陥りそうになったとき対処が可能かどうかをチェック
（例）・近隣住民に相談したり助けを求めることができるか
　　　・学校の先生に相談したり助けを求めることができるか
　　　・児相や地域の機関に相談したり助けを求めることができるか

家庭復帰の適否を判断するためのチェックリスト　　記入上の着眼点

　このチェックリストは、入所措置（里親委託）中の子どもについて、家庭復帰を検討する段階を迎えた時
に、最低限押さえておくべき項目を整理したものです。着眼点を参考にそれぞれの項目を4段階でチェック
し、取り巻く環境も含めた当該家族の現在の状況について確認することを目的にしています（年齢に応じて
使い分ける項目があります）。チェックを行うにあたっては、各種の情報を吟味し、児童相談所として共通
確認することはもちろんですが、客観性を確保することを十分に意識し、子どもと日常的に接している施設
（里親）や、地域の関係機関と協働して共通理解を図るよう心がけてください。
　チェック項目に「はい」の数が多いほどその家族は安全性が高いと考えられるので、より多くの項目にお
いて「はい」にチェックされることが家庭復帰の原則ですが、全ての項目において「はい」にチェックされ
ない限り家庭復帰できないということではなく、否定的にチェックされた項目については、虐待が再発する
リスクを適切に認識した上で、リスクに対抗しうる手立てを講じることができるかどうかが、家庭復帰を判
断する上で重要になります。「はい」の数がいくつ以上だから家庭復帰できる、というような機械的な使い
方は避け、家族と地域の支援体制を総合的に判断する道具として使用してください。
　なお、本チェックリストの活用方法としては、家族の変化を追った援助を組み立てるために、子どもが施
設に入所した時点、入所中、家庭復帰を検討する時点というような援助の節目でチェックを行い、それぞれ
の時点での課題を明らかにしていくといった使い方も考えられます。
　いずれの使い方であってもチェックリストはあくまでもひとつのツールです。その限界を理解した上で使
用してください。

チェックリストの使用にあたって

乳児非該当

乳児非該当

乳児非該当

乳児項目



保
護
者

8

家庭引取りを希
望している（真
の希望でない場
合、依存的要素
を含む強すぎる

保護者がどの程度引取りを希望しているか、子どもとのずれ、家族間のずれについてもチェック
（例）・保護者の引き取りたい気持ちに、焦りや子どもへの依存的要素はないか
　　　・引取りの希望は家族間で一致しているか
　　　・子どもを含めた生活設計があるか

9

虐待の事実を
認め、問題解
決に取り組ん
でいる

虐待行為に対する認知の状況をチェック
（例）・虐待の事実を認めているか
　　　・虐待行為について正しく理解できているか
　　　・問題解決に取組み、一定の成果が見られるか

10

子どもの立場
や気持ちをくみ
取りながら子
育てができる

子どもの生活全般の保障、子どもへの関わりをチェック
（例）・子どもの活動や働きかけに注意を向け、ていねいに応答しているか
　　　・子どもの表情や態度から子どもの意図や気持ちを察しようとしているか
　　　・子どものすることに過度の干渉やコントロールをしていないか
　　　・家庭復帰後に起きるさまざまな子どもの反応を予測し、適切に対応することができるか

11

子どもへの怒
りや衝動を適
切にコントロー
ルできる

怒りや衝動性についてチェック
（例）・怒りや衝動を自覚することができるか
　　　・怒りや衝動を処理する適切な手段・相談相手があるか
　　　・衝動的な行動を緩和させる医療機関への通院や服薬が適切に行なわれているか
　　　・（乳）一回の衝動的行為で重大事故につながるが、その可能性が低くなっているか

12

精神的に安定し
ている（必要に
応じて医療機関
とのかかわりが
もてる）

精神的状況についてチェック
（例）・極度の抑うつに支配されていないか
　　　・精神的な問題(依存症等も含む)があった場合は、適切な治療･カウンセリングにより状況が
　　　　改善しているか　（継続して治療を受けているか）
　　　・過度の子育てストレス感に支配されていないか
　　　・（乳）保健所の定期的な訪問等を受け入れる姿勢があるか

13

子どもの年齢、
発達あるいは場
面に応じ、適切
な養育ができる

子どもの養育についての知識があり、それを活用できるかをチェック
（例）・子どもへの要求水準が高すぎることはないか
　　　・保護者が具体的な育児スキル・養育知識を習得しているか
　　　・養育についての疑問点や不安を投げかけてこられるか

14

児相や地域の関
係機関と良好な相
談関係が持て、適
宜必要な援助が
求められる

保護者と相談機関との関係性をチェック
（例）・保護者から児童相談所に連絡してくるなど、関係機関と保護者が支援関係を築けているか
　　　・虐待再発の危険を保護者が認識したとき、すぐＳＯＳを出す意志があるか
　　　・施設職員、里親との信頼関係があり必要なとき適切な相談ができるか

家
庭
環
境

15
近隣から必要な
ときに援助が得
られる

近隣、地域との関係をチェック
（例）・地域で孤立していたり、対立関係はないか
　　　・困ったときに相談できる相手がいるか
　　　・困ったときに協力してくれる人（個人や団体）がいるか
　　　・必要な支援をしてくれる人が日常的にいるか

16
親族から必要
なときに援助
が得られる

親族の状況をチェック
（例）・親族と疎遠になっていないか
　　　・親族と対立していないか
　　　・困ったときに相談できたり協力してくれる親族はいるか
　　　・父母の代わりとなるきょうだいや親族の存在はあるか

17

経済面、住環境
面での生活基盤
が安定的に確保
されている

家族で暮らしていく上での定住地があり、経済的な安定が確保されているかをチェック
（例）・家族が安定して生活できる居所はあるか
　　　・定期的な収入があり、経済的な安定が確保されているか
　　　・借金･ギャンブル等、金銭問題や金銭管理能力に課題はないか
　　　・食事や洗濯、入浴、清潔な環境を保つなど、健康的な日常生活の基本がなされているか

18

家族関係が良
好で、家庭内に
子どもの心理的
な居場所がある

家族関係や子どもの安心感についてチェック
（例）・家事や子育てに対して適切な家族の協調関係があるか（ＤＶ関係はないか）
　　　・新たな家人が同居していないか、連れ子を含め、新たな人間関係はどうか
　　　・子どもとの同居により、新たな居住地に転居を考えているかどうか
　　　・日常的に子どもを守る人が家庭内又は近隣にいるか

地
域

19

公的機関等に
よる支援体制
が確保されて
いる

地域に必要な養育支援サービスがあるかをチェック
（例）・家族が日常的に相談できる機関はどこか
　　　・家族を継続的にモニターし、虐待の再発などを速やかに察知する環境があるか
　　　・夜間等の緊急時に発見できる人が近くにいるか

20

支援の中心とな
る機関があり、
各機関が連携し
て支援が行なえ
る

地域の養育支援サービスが適切に機能するかをチェック
　　　・関係機関がそれぞれの機能と役割を認識し、いざというときに緊急支援できる状況か
　　　・保育所、学校等の子どもが通う機関が適切に対応できるか
　　　・関係機関をコーディネートする機関があるか


	着眼点統合版

